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設計パラメータを用いたシミュレーション省力化システムの開発 

 

1. はじめに 

汎用計算力学ソフトウエアを用いたシミュレーション技術は製品開発において懸念される課

題をコンピュータを用いて事前に手早く検討できることから県内企業においても普及拡大が進

んでいます。しかし、多数の設計パラメータがある場合にはシミュレーションの回数は多くな

り比較的時間を要することから短縮化を図りたい、また製品仕様への影響度が高い設計パラメ

ータを見極めて、より迅速に最適な設計パラメータを求めたいなどのシミュレーションの省力

化に係るニーズを地場企業から受けています。 

 

2. 内容 

本研究では機械装置設計工程の省力化を図るため、図１に示すように、形状などの設計パラ

メータの各範囲を指定するだけで３次元デジタル形状の作成、シミュレーションを用いた性能

評価、最適な設計パラメータの選出を自動で行える設計パラメータを用いたシミュレーション

省力化システムを開発することを目的としています。 

 

3. 成果の応用例 

当該設計パラメータを用いたシミュレーション省力化システムを利用した設計工程の省力化

手法を県内企業へ技術移転する予定です。 

 

 

関連する研究事業： 

県経常研究「設計パラメータを用いたシミュレーション省力化システムの開発」 

（令和３年度～令和５年度） 

 
 

図１ 設計パラメータを用いたシミュレーション省力化システムの概要 


